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クリエイター・オブ・ザ・イヤー賞
広告会社のクリエイティビティへの期待は、新たなクリエイターの出現によって加速してきました。

変化する社会やブランドの課題解決のために、広告会社の機能は、より深く、より広く進化を求められ、
クリエイターの役割もまた、急速に拡大を続けています。
変化の時代においては、突出するクリエイターがインベンターとなって課題解決を実現することで
ブランドはコモディティ化から離脱する道を拓くことができる。
クリエイティビティが広告会社のエンジンとなることで、ブランド、産業の成長への貢献につながっていく。
そう信じています。

クリエイター・オブ・ザ・イヤー賞は、
広告会社の機能を拡張するクリエイティビティの重要性にフォーカスし、
その年を代表する広告会社の優秀なクリエイターを選出・贈賞することで
広く社会に広告会社のクリエイティビティをアピールすることを目的とします。

クリエイティビティを発揮し課題を解決する施策の実施までを牽引して、
広告会社の価値向上や機能拡張につながるクリエイティブワークを
一年間、複数生み出したクリエイターをご推薦ください。
過去一年間の広告コミュニケーション、施策実施に基づいて評価・表彰いたします。

【審査基準】
　広告会社の価値向上につながる以下が優れていること。
　・課題解決のアイデア
　・クリエイティブのレベルを引き上げるクオリティ
　・クリエイティブの領域の拡張性
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